
授業実践では，小鳥のりすとぐみの木に対す

る２つの思いやりについて考えることを通し

て，りすやぐみの木に喜んでもらい，親切にす

ることのよさを感じ，困っている人に温かい心

で接しようとする態度を育てることをねらいと

して実践した（表２）。 
【導入段階】 

問題意識のフローチャート（図１）を活用し

て，誰にでも優しくできているが優しくするこ

とがなぜ大切であるか分かっていないという実

態が明らかになった。したがってここでのめあ

て，「誰にでも優しくすることにはどんないい

ことがあるか考えよう」（意義）と設定した。 
表 2.問題意識の類型（意義）による発問の工夫（大野小学校を引用） 

図２．アンケート結果 
子どもたちは実際にアンケート結果（図２）

をみながら，誰にでも優しくすることの大切さ

を考えながらめあての設定ができた。 
【展開段階】 

まず，「嵐の中をりすのところへ飛んで行っ

ているときの小鳥はどんな気持ちですか。」と

問い，実際に小鳥になり嵐の中を飛ぶ役割演技

（図３）や書く活動（図４）を行った。音やお

面をつけることで子どもたちは嵐の中飛ぶ大変

さと，病気のりすのために頑張りたいという葛

藤に気付くことができた。 

図３．役割演技の様子 

次に，「りすやぐみの木にお礼を言われたと

き，小鳥はどんな気持ちになりましたか。」と

問いりすやぐみの木からお礼を言われたときの

小鳥の気持ちを考えた。子どもの反応としては，

「嵐の中は寒くて大変だった」「りすさんが元

気になったから頑張って

よかった」などの相手の

ために優しくするよさに

気付くことができた。 
最後に，めあてに戻り

「誰にでも優しくすると

どんないいことがありま

すか。」（意義）と問う

と，子どもたちは誰にでも優しくすると，自分

も相手もみんな嬉しくていい気持ちになるとい

うよさに気付くことができた。 
【終末段階】 

子どもたちが誰にでも優しくできている場面

をイラストで提示し価値づけを行った。さらに，

教頭先生からの手紙を読むことを通して，優し

くすることの更なる意欲付けを行った。 
（３）考察 
� 問題意識を生かしめあてを設定するためには，

子どもたちから事前にとったアンケートを提

示し問題意識をもたせることが有効である。

� 主発問でめあてに戻ることで子どもの問題意識

を「意義」にもっていくことができた。

� お面や嵐の音を聞きながら役割演技や書く活動

を行い小鳥の気持ちに共感することで，価値

のよさ（意義）をとらえることができた。

成果と課題

（成果〇課題●） 
〇子どもの問題意識の類型化を行うことで，よ

り道徳的価値の追求をすることができ，自己

の生き方をみつめる機会となった。 
〇アンケートで実態把握を行ったことで，問題

意識をもって学習に取り組むことができた。 
●問題意識の類型化による発問の工夫を行うこ

とはできたが，学級の実態と教材の関係に応

じた発問設定ができなかった。
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1 研究の目的 

 文部科学省（2017）によると，保健体育科の目

標は，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実

現するための資質・能力を育成することを重要視

している。岡沢ら（1996）は，生涯にわたって運

動を継続的に行うためには，運動に対する動機づ

けが必要であると考えた。動機づけには，外発的

動機づけや内発的動機づけがあり，健康のため，

成績のため，怒られないため等，運動すること以

外を目的に運動に参加する場合は，「外発的に動機

づけられた運動参加」としている。一方で，運動

することが楽しいから運動に参加するというよう

に，運動すること自体を目的に運動に参加する場

合は，「内発的に動機づけられた運動参加」として

いる。 
このことから，自ら運動する態度を育成するた

めには，運動すること自体を目的に運動に参加す

るといった，運動に対する内発的動機づけが必要

な視点になると考えた。 
「有能さと自己決定」の考え方からアプローチ

し，体育の授業が運動に対する内発的動機づけに

どのような影響を与えるかについて究明する。ま

た，運動に対する内発的動機づけが高まる体育の

授業を考案する。 

2 研究の計画 

競技の特性に応じた「運動に対する有能さ」の

２つの能力（競技の特性に応じたより良い成果を

出すことができる能力，成果を出すために見通し

を立て粘り強く取り組むことができる能力）を定

義し，それらを捉えるための学習プリントの内容

を検討し，作成する。 

生徒自身が，「運動に対する有能さ」について評

価できるアンケートの内容を検討し，作成する。  

3 研究の内容 

(1)運動に対する内発的動機づけについて 
E.L.デシ（1980）は，内発的に動機づけられた

行動とは，「人がそれに従事することにより，自己

を有能で自己決定的であると感知することのでき

るような行動である」と定義している。 

ホワイト（1959）は，有能さとは，自己の環境

を効果的に処理することのできる人の能力もしく

は力量であるとしている。 

これらの研究から，伊藤（1986）は，スポーツ

行動に関する原因帰属モデルを検討する際に「身

体的有能さの認知」を提唱し，「自分が努力すれば

環境をコントロールできるという見通しと自信」

と定義している。また，岡沢ら（1996）は，内発

的動機づけに関する体育授業研究の有効な尺度と

して，身体的有能さの認知，統制感，受容感の３

因子から構成される「運動有能感」を提唱してい

る。 
体育の授業における内発的動機づけに関する研

究では，運動に対する内発的動機づけの要因を「有

能さと自己決定」からアプローチしている研究が

あり，「有能さと自己決定」が，内発的動機づけを

決定する重要な要因となっていることが分かる。 
このことから，本研究では，内発的動機づけの

要因を競技の特性に応じたより良い成果を出すこ

とができる能力と成果を出すために見通しを立て

粘り強く取り組むことができる能力と定義し，２

つの能力を「運動に対する有能さ」と呼ぶことに

する。 
「競技の特性に応じたより良い成果を出すこと

ができる能力」の評価は，技能や記録を数値化し
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て行う。「成果を出すために見通しを立て，粘り強

く取り組むことができる能力」の評価は，学習プ

リントの内容とアンケート調査で行う。 
(2)実践について 

中学校第２学年男子を対象に，ソフトボールの

授業（15時間）を考案した。守備に関する動き（捕

球動作と送球動作）の自己の課題を発見し，その

改善に向けて練習を工夫する学習を計画した。 
 競技の特性に応じたより良い成果を出すことが

できる能力は，「ゴロを捕球し，狙った場所へ送球

することができる能力」と設定し，捕球動作と送

球動作の一連の動きを３回行い，捕球と送球の成

功回数で評価を行った。また，守備に関する動き

を学習した直後（４時間目）と単元のまとめ（15

時間目）の２度実施し，成功回数の変化を見取っ

た。成果を出すために見通しを立て粘り強く取り

組むことができる能力は，「守備に関する動きの自

己の課題を分析し，改善に向けて取り組みを工夫

できる能力」と設定し，学習プリントの記述内容

を評価した。 
 運動に対する有能さに関するアンケート調査も

同様に，守備に関する動きを学習した直後（４時

間目）と単元のまとめ（15 時間目）の２度実施し

た。 

4 成果と課題 

運動に対する有能さに関するアンケート調査は，

28 名を対象に４件法で行い，数値の増加と減少を

見取った。内容項目と結果は，資料のとおりであ

る。 
資料 アンケート調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
送球動作に関するすべての項目において，増加

人数率が減少人数率に比べて２倍以上であること

が分かる。捕球動作に関する項目５においては，

増加人数率が減少人数率に比べて高いことが分か

る。このことから，学習以前に比べて競技の特性

に応じたより良い成果を出すことができる能力が

高まったと実感した生徒が同様に増加したといえ

る。また，学習への取り組み方に関するすべて項

目において，増加人数率が減少人数率に比べて２

倍以上あることが分かる。このことから，成果を

出すために見通しを立て粘り強く取り組むことが

できる能力が高まったと実感した生徒が同様に増

加したといえる。 
以上から，本研究で定義した「運動に対する有

能さ」の高まりを実感している生徒は，内発的動

機づけを決定する要因の１つが高まったと考えら

れる。 
捕球動作と送球動作のポイントをそれぞれ５点

にまとめ，それぞれの視点ごとに自己の動きを振

り返ることができるように学習プリントを工夫す

ることができた。 
アンケート調査に，「ソフトボールは好きですか」

という項目を設定し，実態調査を行った。「いいえ」

と回答した生徒が４名いたが，その後，そのすべ

ての生徒が「はい」と回答した。４名のアンケー

ト調査結果では，平均して５項目で高まりが見ら

れた。このことから，運動に対する有能さの高ま

りがソフトボールを好きになる要因の１つになっ

たと考えられる。 

 「ソフトボールは好きですか」という項目に「は

い」と回答したが，その後，「いいえ」と回答した

生徒が１名いた。アンケート調査では，送球動作

と捕球動作に関するすべての項目において数値が

減少していた。このことから，競技の特性に応じ

たより良い成果を出すことができる能力の高まり

を実感することができない生徒もいたといえる。 
 自己の動きに関する課題やそれを改善するため

に取り組みを工夫していること等，粘り強く取り

組んでいる学習過程を見取るための学習プリント

の工夫が必要であった。 
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